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授業の種類 実習/講義 講師名

53回 時間数 105時間 (3単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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2023 授業概要　

授業回数 義肢装具士科3年

科目名 義肢実習Ⅱ

能動義手の採型から製作、適合、効率検査に至る一連の作業を理解し、説明できる。
義手のソケット形状、複式コントロールケーブルシステムの部品、肘継手の機能と名称を理解する。

講義内容

オリエンテーション

義手の製作に必要な適合の理論と実際について学ぶ。また、上腕切断の病態の生体力学的根拠に基づく製作理論について学ぶ。

義手の製作に必要な理論ついて、座学と実習を通して学ぶ。１）前腕能動義手（差し込み式ソケット）　２）自己懸垂式前腕ソケット（ノースウェ
スタン・ミュンスター）３）上腕能動義手

採型練習

モデル採型実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル採型実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

採型Demo

モデル修正Demo

採型練習

モデル採型実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル採型実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル採型実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル採型実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル採型実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル採型実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル採型実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

前腕・上腕義手各論、課題振り分け

製作実習

モデル採型実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

製作実習

製作実習

製作実習

製作実習

製作実習

製作実習

製作実習

製作実習
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

中間テスト

課題発表会

課題発表会

講義内容

適合実習Demo

適合演習

適合演習

課題発表会

課題発表会

適合実習Demo

モデル適合実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル適合実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル適合実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

適合演習

モデル適合実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル適合実習(Ａグループ前腕、Ｂグループ上腕)

モデル適合実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル適合実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

症例報告会

モデル適合実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル適合実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

モデル適合実習(Ａグループ上腕、Ｂグループ前腕)

症例報告会

筋電義手

筋電義手

症例報告会

症例報告会

症例報告会

書籍名 著者名 出版社

筋電義手

予習、復習する事

課題評価の合計点50％＋終講試験50％
＊ただし終講試験の点数が６０％を満たない場合は再試とする。

　義肢製作マニュアル 田澤　英二 医歯薬出版 

義肢学第2版 澤村誠志　編 医歯薬出版 


